
rhIi z屋久島西北西沖の深愛地震
(ScS波と地球内核の剛性，第2報)

本多弘吉、波佐谷慶孝

内容:一一 1.緒言 2.震度分布 3. P， S及び ScSの走時曲線

4. P波初動分布と護震機構 5. ScS波と地球内核の剛性 6.結語

1.緒言 昭和 11年 12月 1日15時 10分頃鹿児島県系屋久島の西北西約

150粁の海底にかたり著しい深護地震が起った。震夫は東経1290.0，北緯30
0

.7

に蛍わ震源の深さは270粁である。

一般に本邦及び共の附近に於て顕著なる深護地長k殆ど総べて浦盤附近から
日本海・本州中部を横断し八丈島沖に連る地帯と，.略々之に直角に日本海北部

から宗谷海峡を過ぎオホ{ツク海に延びる地帯或は共等の近傍に起る。之等の

他に九州から共の甫方沖にかけて時々深夜地震が起る事があるが概ね小規模の

ものが多く，九州地方の深夜地震で・精細に研究されたものは殆ど無い。然るに

今岡の深護地震は此の地方としては珍らしく規模が大きく，本邦各地の微動計

に顕著に記録されたので，九州地方の深夜地震の代表的一例として調査するの

に都合がよい。共の上本州各地の観測所で ScS波が明瞭に記録された所が多

い。 ScS波の振幅や振動方向等の定量的研究は草に褒震機構の研究に役立つば

かりでえにく，地球内核の同IJ性に閲して種々重要なる手J怒りを奥へるものである。

嘗て筆者等の一人は昭和 7年 11月 13日の日本海北部深夜地震の ScS波の

調査から内核は液鰭であるとした方が観測結果を説明するのに都合がよい事を

示しえ今同の地震の親測結果に基き更に同様な調査を行ひp 前に得たと同じ

結論に達するか否かを調ぺて見るのは興味深いとと L思はれる。

本報文では屋久島沖深護地震に就いて先づP，S及びScSの走時曲線、を調べ.

5えに P波初動分布かちとの地震の設震機構を明かにし，最後に ScS波を研究

し併せて地球内核の剛性を論宇る事としよう o1fil記述を簡草にする鴛に種々の
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停 1悶震度分布固

>< ;震央.1I;軽震， ;I:;徴震，

反~. ~. r 

さま~

記銃及び計算法等の詳細に就いては

筆者の前論文の参照を御願ひする事

にした黙が多い。

2. 震度分布 九州、!の南部から東

牛部及び四園・山陽道・奄美大島・

沖縄島等の諸所で人身感覚を生じ

た。第1園に示す様に有感直域はか

なりの康範園に亙り各地大鐘同様た

震度で，しかも例ヘば九州の東宇都

では有感であるのに西宇都では無感

であると云った工合に多少所謂異常

震域的の震度分布を示してゐる。

3.' P， S及びScSの走時曲線気

象要覧には震央は東経129
0

ん北緯30
0

.7と奥へられてゐるo之に基いて震央距

離を計算し P，S及び、 ScSの走時曲線を第2固に示す。国中・印は賓測値を

表はし，曲線は震源に於ける登震時を 15時 ω分 16秒として夫々走時表に

基いて拾いたものであるoPは和達・鷺坂・益田三品)の走時表， Sは鷺坂・竹

第 1表震度表

中震: 宮時測候，所管内 高原(西諸牒郡)，延岡(東臼杵郡)，岩戸(西臼杵郡)，椎葉(西臼

杵郡〉。

弱震: 高知勝、本山森林治水試験地(長岡郡)，宮崎測候所管内 繭島(南那珂郡)，郡城(北

諸際、郡)，東米良(児湯郡)，北JIIC東臼杵郡)，北方(東臼杵郡)，諸塚(西臼杵郡)，

七折(西臼杵郡)，須木〈西諸鯨郡)，鹿児島測候所管内 鹿屋〈肝属郡)，志布志く担骨

掛郡〉。

軽震・1 名瀬，宮l拡大分，清水，鹿児島!蕗霧島森林治水試験地;宮崎測候所管内 高千穂

(西臼杵郡)，吾田(南那珂郡)，鹿児島測候所管内 柏原(肝属郡)，ー那事測候所管

内西原，大分測候所管内別府，蹟島測候所管内戸野〈世羅郡);和歌山測候

所管内 湯浅く有国郡〉。

徴震: 鹿児島，宇和島{宮崎測候所管内 高岡(東諸牒郡)，上江〈児湯郡)，西米良〈児湯

郡)， '細島(東臼杵郡)，回発IiC東臼杵郡)，鹿児島測候所管内 内之浦(肝属郡;，田

代(肝属郡)，大根占〈肝属郡)，大分測候所管内長谷川(大野郡)，多度津測候所

管内 本島く本島)，岡山測候所管内東野崎〈児島郡山田村〉。
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震央距離

1P 511 
P 波初動戸

親 誤.IJ 所 1[:
五
A
m 

P-S P-scs 
N E Z 

』鹿‘
7n • s 71! lIt s μ μ μ 

見 島 176 10 02.0 32.3 一一
名 淵 、261 031 35.9 一一 - 19.8 + 5.0 + 11.9 

ごl寅 江 214 03.31'， 32.7 一一 '-50. 一徴 "':'110. 

長 ，崎 241 04.9 36.0 13 46.2 + 20.5 + 1.7 + 25.5 
r
同
A合

f奇 2C9 05.4 :::6.8 13 47.6 + 38.2 + 85.9 +210.0 
，.合~.

本 285 10.21' 39.1 13 41.5 一 一
踊ー 同(支〉 t54 14.3 43.6 13 37.4 + 93. + 32. (+) 

清' 7Jc 441 20.81. 48.7 13 30.6 + 50. + 77. 十 80.

松 . (1/ 495 25.6 53.8 13 27.0 + 8. + 12. + 10. 

庚 島 519 27.4 56.7 一一 一
調i WJi 517 28.3 54.4 13 29.0 (-) (ー〕 (+) 

金 11/ 489 29.4 48.0 13 23.6 一 ←ー

←阿~ 9:日 532 30.4 55.4 13 22.8 + 30. + ，43. 十 53.

漬 fFl 547 32.4 53.6 13 20.0 + 17.9 + 12.6 十 24.8. -
ifH 本 686 46.5 1 06.8 13 07.5 キ 8.1 + 14.6 + 14.7 

手日 歌 (1/ 699 .48.4 1 11.0 13 03:0 + 21.8 + 31.2 :+ 24.8 

湖， ，岬 710 50.3 1 14.3 13 05.3 十 9. + .50. + 80. 

話中 jヨ 7:'0 52.0 1 13.3 13 04.5 + 3.0 + 2.1 + 22.5 

豊 岡 760 55.5 1 18.8 一一 十 6.8 + 6.1 + 3.1 

大 阪 749 56.7 1 52.9 + 13.7 + 22.5 + 16.3 

示 都 789 58.0 一一 十 8. + 21. + 9. 

仁 JIl 786 11 01.0 1 13.1 12 52.8 一
.京 .披 784 01.9 1 17.2 12 51.2 - 4. - 2. 

亀 11./ 836 05.5 1 28.7 12 51.2 + 21，. + 27. + 52. 

彦、 キ艮 845 06.7 1 25.7 一一 + 46.4 + 42.9 十 27.2
石 垣 島宇 852 08，3 1 24.0 12 55.8 - 3.5 - 3.5 
名 古 屋'. 893 11.2 1 34.2 12 46.0 + 22. +‘ 34. + 20. 
!比 阜 893 11.3 1 U.G 1245.2 + J4. 十 21. + 21. 

漬 松 931 17.8 1 36.8 12 41.8 +、 21. + 24. + 43. 
御 前 1奇 966 21.3 1 42.5 +-6:3 ー長 10.1 ナ 41.4
蓋 北 969 21.5 140. -:-22. - 29. + 50. 
信
E司
? UI 1008 25.6 1 22.91一一+3.81 +. 5.01 + 1ω 

く10). 



震央距離 r 、 ， P 波初動P 
現 測ー所 A 15h P--S-

P--EcS 
km N E Z 

司、.-.

111 s 7n l/る s μ μ μ 

花 連 港 1044 11 25.8 一一 一一 一 一 一
i召 津 1040 28.8 2 00.0 一一 + 8. + 4.8 +35. 

甲 府 1047 29.7 1 50.0 12 28.3 ← 

一一一 島 1049 30.8 2 00.6 ー← + 10. + 11. 十 20.

{:i~日L 津 1054 31.1 2ω2i| -- 一 一
八 文 島 1056 31.1 1 48. 一一 + 1.8 十 20.9 一
憂 中 1097 31.] 2 19.1 一一 一 ← 一
F可 里 山 1138 33.9 一一 12 24.2 一 一 一
長 野 1078 34.0 1 52.7 12 26.0 + 5.7 + 17.2 + 5.8 

信E司許 時 1116 38.4 2 01.4 一一 + 10.0 + 15.1 + 34.0 

大 蓮 1130 38.8 1 53.0 12 16.3 一 一 一
吉守 キ喬 1125 38.9 1 56.9 一一 + 7.5 + 2.9 + 15.5 

本荒 潰 1121 40.0 203.8 12 19. + 9.9 + 20.8 +111.0 

蚕 '東 1178 40.9 1 20.3 一一 一 一
D弓~ 谷 1138 41.0 2 00.1 一一 + 6.9 + 20.6 十 74.0

東 ぷ 1143 44.0 2 02.4 一一 + 6.2 + 11.0 + 70.0 

相J 岡 1204 44.8 2 04.3 一一 + 5.2 + 10.8 -ト 4.0

筑 波 山 1199 45.7 2 02.2 12 13.1 + 4. + 18. +. 16. 

宇 事官 r凸A‘ 1197 46.8 204.8 一一 一 一
塞 南 1220 48.6 2 44. 一一 ー一 ← 一
f宣 春 J~m 49.4 2 17.4 12 13.1 - 3.3 - 3.0 + 4.0 

銚 子 J23G 50.R 2 07.0 一一 +. 4. + 11. 十 12.

7Jc. 戸 1236 50.6 2 05.4 一 一

i!i9i 島 J312 57.6 2 11.4 13 02.7 + 13.3 + 11.3 +.16.9 

父 島 1344 12 02.9 2 13.7 11 55.6 + 1.1 - 4.8 

イdl 墓' ]375 04.7 2 15.9 11 57:4 十 10.0 + 10.6 

手大 同 1419 10.8 2 25.6 11 54.6 一 ー

盛 岡 1505 16.2 2 31.0 一一 + 2.7 + 1.3 + 2.0 

八 戸 1570 24.7 2 36.3 11 44'.1 十 7.0 十 4.2 十 ]3.

*L 幌ー 1757 45.0 3 02.8 11 .28.0 一. . 

キ良 室 2029 13 11.3 3 10.8 11.07.9 一

車市島 P;N+13.7， E+17.2， Z 七14.8. ~ 
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花関氏の表によれ何れも震央距離1500粁迄の範園で震源の深さ 240，~80 及

び 320粁に罰するものを示す。 SeSは和達博JZ走時表により震央距離 2000
粁迄の範圏に於て震源の深さ 250粁及び 300粁に釘するものをとり，叉之等

から震源の深さ令270粁に封ずるものを内挿して拾いた。

寅測結果を表す黙はかたりバラックものもあるが，大韓として P及び Sの走

時の寅測値は震源、の深さ ~80粁に霊まする走時曲線にかたりよく一致し， SeSは

260"，，270粁の曲線によく合ふ。千均としτ震源の深さは約 270粁としてよさ

さうである。但しヨた章以下の地震波振幅の計算には便宜上震源の深さを ~80 粁

( 1~ ) 



と仮定する。勿論斯く長く事によって計算結果に影響する事は殆ど無い。

4. p波初動分布と授震機構 主としてウィーヘルト式地震計記象から験測

された P波初動の水平成分の分布を第 3.固に示す。九州、!・四図・本州、!の大部

分及び南西諸島・室湾等で、は何れも P波初動は密波であれ富江・京城・父島

等では疎波と友ってゐるO 震央附近の大部分が海洋で占められ七ゐる篤唯之丈

の材料では褒震機構を明確に推定するのは困難だが，数個の観測所に於ける記;

象型の分布やS波の初動等も考慮に入れ，且つ是迄多くの深護地震の調査に依

って得られた結果を参照してP波初動分布を訟明するとととする。 gpち第3闘

に示す様に震央を過'り N1(/ E""S 1(/ ¥Vに向く直線ABと曲線CMDとで

全地域を 4部分に分ち，北東及び南西の2部分ではP波初動は密波，他の2

分でで、は疎波とするo 震央から M 黒占迄の距離は 380粁で M 黙に到達する P

波震波線は震源に於て鉛直と ω。の傾きをたしてゐる。

第 3固 ま雪胡.up波初動の水平成分
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深夜地震の震源に於ける登震機構のモデ、Jレとじて従来屡々用ひられてゐる様

に，震源を中心とずる宰径αの小さえ主球面上で球面に直角に F手=Fsin2ecos伊

xsinptなる力が{動くとするO と Lに 'i'l B， cpば球座標である。震源かる (B，

cp)の方向に射出ーされる波動の η-(J， cp方向の成分。1'1{}o，。ψ は?の大なる

所では夫々

0めr=筑2!p寸小←LシS叫i岬吋CωO
0仇ø=~!ιeωos2勾0れ伽cωO叫 ω (ωp ト山kか川cげTけ) l J . (ρ1 jf7 J 

rりJ)J ) 0仇伊=一ふι斗7シc山 W叩 cωO州一→寸引kか制J
h二Vー丘一p，k=νLp， p;密度， 'A，μL副首の常数

VÀ+~μ v μ， 

で奥へられるo {}rは P波に，f}o及び Oψ は S波に相営する 0' ~Tp 及び?2fs

は夫々 P波及び、 S波の振幅に関ずる量で，2!s!mpめ比は αの大いさに関係

し， αが非常に小さくなった極限では 5.20となり仰が有限の債である時は 5.20

よりィ、さい。イ旦し A=μ とするO

第 3国の初動分布を見ると上の登震機構を去すモデルの cp=90。の面は鈴

直で且つ N10
0 

E-vS 10
0

.'VVに向き，B=Oの軸は NI00Eの向きに鉛直から

30~ 傾いてゐるとすればよいと考へられる。斯く仮定し且つ地震波線が脅曲 L

乍ら膿がる事や，地表に於ける反射の影響を考慮に入れると，地表に於で観測

さるべき P波初動の水平及び上下成分を組合せた大いさ仰は

官/ρv，/ sinθd θ 
切 p二 2Wpll工二-1/ ----~ --~ sin 2(] cos甲・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2).....v piJ V Asineodム T 、

で奥へられる。 p，勿及び pJV は夫々震源及び地表に於ける密度と地震波速度

であるo或る観測所に到達する震波線が震源に於て鉛直となす角をθ，同観測:

所がNI0
0
E を基として震央に封ずる方位を <tとすると

θsinφ 
cos(] =cosθcos出十sinθsinfX COS it， cos cp = ~θ 

α=  300 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(3)

( 1'5)-



lJp旬、j:， siilθdθ...1 f 
である~-' It~=-'-rl ~γバ )l -- '-は震源、から遠〆
Y. ，(5 lJ， V -4，¥sinco il 

さ'か売にずつれ地震波紋が管曲 L乍ら披がる~

に振幅が小さくたる事を示す項である。和

達・鷺坂・益田三氏の走時芸たより震源、の深

さ ~8) 粁の場合に就いて此の値を計算した結

果を第3表に示す。

(2) またに於て ~p= 2.57 x 1 Q5cm2と3なき，震

央距離 100J 粁以内の観測所に就ぢ ~{p を計算

第 4固
E 

した結果を第4表及

び第5園に示す。第

:'--5'園は水平成分主上

下成分を合成したも

のであるから第3園

の貴測水平成分とは

大いさは異るが大韓

弟子 3去~l/:PV'~望竺
r pv Asjneoclム，

(震源の深さ 280-kni)

J震央距離'1_/…  円 ;~f.il r7 A 品、
A 11 /とニー三ここー
km jV F百 Asin，;oclA 11 

U 44;| 

900.ιl 守 9.2

p-=p， ，v; 8.38 kmfsec 
町 3.20kmfsec 

第 4表 P波初動。大いさ

観測所
< "， φ. P法(¥水合上平下成成成分

H

分値のとノ

、
¥ ) <1>. 

初
P
動波(¥7合上:l¥.平下成成成分l

分
J但のとノ

、¥ i 
‘@ (N100E 初動 観測所 一@' (N

よ
1
り

0c

〉
E 

より〉
計算値 i質調値 計算佐 賀訊)Jイ直、

長崎 430 100 49.6 32I.A 8 亀山 840 450 36.μ 0 62μ .2 

宮崎 47 49 187. 230. 彦根 84 41 34.7 68.8 

清水 64 47 130. 122. 名古屋 85 44 28.8 45.2 
高知、 oi7O' 

. 
42 110.' 74.6 岐阜 85 42 27.5 32.8 

松山 68 34 94.1 17.6 演松 85 .19 25.4 53.5 

一積一回， .71~~' ， 21 ..57.1: 4 ・.33.1 御前崎 86; 51 22.1， 43.1 

i
号洲本 179_-c _ 42 62.2 22.3 名瀬

4669 
4 159 27.5 23.7 

d
冒 帽戸.'

52 59.1 ( '3.1) 潮岬 80 94.8 那覇 - 175 

和歌山 80 44 '-'-'59.6，-' 4.5.4 石垣島 84 - 155 (16:7う

神戸 81 41 53.5 22.8 菱北 86 - 139 15.2 61.9 

豊岡 82ι >----.-君主 一-'43.:2 9，6 富江 40】 〆 - 16 (→]77.1 (一)12l.

京都 83 41 42.1 24.2 一
『
FzJ
勺

r

、
. .ヨ，..・..‘ J 

-J  

く，- 1~;) ノ
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第 5園 P波初動c*平及び上下扇成分θ合成値〉ごゐ計算値二

γ 0so~Ol' 
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第 6園 P波初動の計算値と賃測値

の分布は雨者よく一致し

てゐる。第5園に破線で

示した P波の節線は震

源、に於て伊=90。及び。

=90。の面に割腹するも

のである。更に計算及び、

手責測の各々に就て水平成

分と上下成分の合成値を

比較すると第6固に示ず

様に雨者はかなりよくー

致ずる。'斯様に，してP波

ー初動分布は定量的に大鰻

.0 

200 

@ @ 

/00 
@ 

@ 

。
計算値 (p)

/00. 

( 17 ) 



説明された事にたる。 可

5. $cS波と地球内核の剛性 ScS波は殆ど全園に亙り振幅は比較的小さい

乍らも明瞭に記録された。其の初動方向や大いさもか友り明瞭に験測された所

が多く，本邦各地で概ね西乃至西北西に向いてゐるo ScS波は内核の表面で反

射されるに際して内核が固鰭であるか液躍であるかによって拡幅が著しく具る

詳であるから，8cS波の定量的研:究は内核の構造を知る上に於て極めて重要注

手懸りとなるO 嘗て昭和?年 11月 13日の日本海北部深護地震の ScS波に

就て内核が液鰻であるとして計・算じた植が回躍とするよりも逢によく賞測値に

合ふ事を示した。共の後設震機構に関じて進歩した考へも取入れて今岡の地震

に就きi同様な調査を行ふ事とする。

前章に於て P波初動の調査から震源に於ける登震機構が明かにされたか

ら(1)式により任意の方向に射出される S波の振幅を計算出来るφ 但し (1)式

第 7 固 で奥へられるのは 8，伊方向の愛位で、此の段

E では地表及び内核の表面に於ける反射を論十

るのに不便であるO 第 7園は震源Oを中心と

する皐位宇径の球面を表はず，OPは護震機

構に闘する 8=0の軸，E 及び Sは夫々震

央及び観測所に到達する地震波線が此の球面

と交はる黙とする O 固に於て θ，{t方向の愛

位を夫々 {}e，{}oとするとゐは所謂SV波，

{}o波は SH波であるO 市して

{f{i三docosψ+サ戸1nψ，{}o={}凶lnψ一九cost，.....・:・(4)

主主t_ cos伊ー豆旦笠
sinαsinθs1n19 

たる関係がある。振幅 1の SV波が地表に入射する時地‘表の質貼の振幅の

水平成分を U:と寸る。 SH波が入射する時は此の債は丁度 2であるO 振幅 1

の，SV波及び、 SH波が内核の表面に入射する時反射される S波の水平成分の

ー拡幅を夫〆 (Usv~問茨び JUSH)内核v とする O 地表K於て観測さるべき Sè$ 波

ーの水子成分のう Rちr震央陀封Lて震央距離の増す方向の愛位の振隔を、 (SCS)Ki

(Wう



之に直角えに方向C振幅を， (ScS)~ーとすると夫等は

ムIpv sinθd司@¥1
(SCS)R=~S U. (USV)鰍(1/~~ :._~ ~ ~V ~--:パ

¥V piJ ムsineodムノScS~~ ， 
~ ..・・・・(.5}

ん/ο何 Slnθdθ¥l
， JScS)戸~8 2. (Us日)内核 (1/ .r ~ :--~ ~ ~V ~~， ) {}~ ¥ 

¥V piJ AsineodムJscs~ -) 

で表はされる。震源の深さ ~80 粁の場合の ScS 波に闘する

(VmMdθ) ν j の値は和達博士の ScS、の走時表によって計算:v p万 4sineodムノScS
し第 5表に示すb 倫第5表には ScS波震波線が震源，内核の表面及び地表に，.

於て夫々鉛直とたず角 -ih，ic及び、 'ioを掲げてあるO

第 5表 ScS波に闘する諸量

A 
dT 

10 1h 10 
Vρ 山 θ

dA 三eC pv Asineodム
km km );m-1 

200 0.0048 。，0 46' 10 24' 30 41' 1.51 X 10-4 

400 00S7 1 24 2 31 6 41 1.28 

600 0119 1 54 3 27 9 9 1.14・:

800 0147 2 21 4 15 11 20 .995 

1000 0167 2 40 4 50 12 54 .837 

1200 0182 2 55 5 16 14 5 .747 

1400 0198 3 10 5 44 1.5 20 .e61 

1600 0212 3 23 6 9 16 27-‘ ~597 

1800 0226 3 37 6 34 17 36 .554 

2000 023ヨ 3 46 6 50 18 23 .519 -

内核の表面の外側 (1)及び内側(わに於ける密度やー地震波速度化関して是

迄の多くの研究を参照して仮に密度は Pl;6.0， P~; 9.5， P波速度は-V1; 13・O'

km/sec， fBt; 8.5 kmjsec， S波の速波fB1;7.25 km/secとする O 最も問題となる

のは内核の内部に於け.る日波の速度fB~であるが今後 ~2; 0と置.そ場合を内

核を液曜と呼び、，~~; 5' km/secとした場合には内核を回程ど呼ぶ事とするよ

先づ内核を液健郎ち fBz=Oの場合を考へるo 此の場合にはー(USH)内核は了

度Iに反り ，(Usv)ゐ核ば玩ば計算され裁まあるO 賓浪IJ結果花合せ幻菜、に%出
5.20:0 Q..67'1火to

5cm2."どjぎま詐算じだ結果を第・s'表及び第8固に示すイ観測肱

( 19 ) 
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第 8園 ScS波初動の7j-(平成分の計算値とー賞測値

0' 

4全~〆

計葬色 。』ーーム__ 10/" 

実到値とー..J__10 r 

9500  K門

一. .f一、
、一
‘ー+ι

の地盤の影響や験測上の誤差等もか友りある様ではあるがp兎に角 ScS波の水

平成分の費測値と計算値とは大韓としてかなりよく一致してゐると云ってよ

い。特に平均としての方向の一致は著しい。

ScS波の貴測値を訟明ずる震に震源から射出される S波の振幅を表す常数

としてms= 5.20 x 0.671x 105 cm2 と沿いた。然るに前章に於て P波の調査が
z +~~a -r- >1-.. "? 1 引sこらは2'fp= 2.57 X 10'5 cm を得てゐる 一一一一ーの比を作ると0.261と在るO

O~.20 2'fp 
1. ~l 

iR=~一一ー」の比は理論的には登震機構のモデルの球の宇径α の函数で， !1が極
ーで '5.20 mp 
あて小さ、い時は1でaが有限の値とたると 1より小さくたfる。多くの深護地震

( 20 ) 



集。表--Sc8'波の初動の水平成分の大いき

一一 ' 、

'計‘算 値 賃測 値
観測所 111，:- -it 
， .~ (ScS:it (SCS)R 合成値 (SCS)N (ScS)宜 合成値

r 

5. 長踊 崎岡
1038' 、 100 - 8.5 - 1.3 8.6 徴 - 5. 
217 12 ー7.7 ~ ].5 . 7.8 + 3.3 "'-13..5 13.9 

宮高 知崎
1 49 49 - 5.9 ...;. 5.9 '8.3 + 4. -14. 14.6 
308 .42 - 5.6 - 4.0 6.9 + 3. - 5. 5.8 

洲本 3 46 42 - 5.1 ..... 3.4 6.1 + 1. 2. 2.2 
潮岬 3 51 52 - 4.4 -4.0 5.9 強 -5.3 5.3 

豊岡 4 02 34 - 5.1 - 2.6 5.7 + 2.5 - 3.0 35..4 9 亀山 4 17 45 - 4.4 - 3.2 5.4 +2. - 5. 
長野 5 00 40 - 3.9 - 2.2 4.5 十1.4 - 4.2 4.4 
制i 蓋 543 39 - 3.3 --114 7 3.7 +3. ..:.... 4. 57 .. 玉大 田 549 32 - 3.4 3.7 

十徴4. 
- 7. 

札幌 626 25 - 3.0 - 0.9 3.1 - 9: 9.8' 

潰松 435 49 - 3.9 - 3.1 5.0 + 1.4 - 6.5 6.6~ 名
那覇 3 04 5 + 7.3 十 0.6 7.3 一銭 - 9. 9. 
石垣島 420 25 + 5.4 + 2.3 5.9 +倣 -21. 7 1.7 

1 阿里山 5 10 37 チ 3..88 +2.7 o ，a 4.7 
+鍛4.5 

- 2.9 2.9 
恒春 5 29 32 + 3 十 2. 4.4 - 4.8 6.6 
大連ー 5 09 44 - 3.4 十 2.6 4.3 十;2. - 2. や2.8'

松清 水山
2 43 47 ー-5.5 - 4.8. 7.3 ム十 22..85r -4. 434 .7-2、58 34 - 6.1 - 3.4‘ 7:0 + 2. 一1.9

潰田 3 12 日21 - 6.4 -2.2 0 6.7 + 3.0 --4 3.7 4.8 11 j神戸 2 56 41 -.4.9 ..:.... 3. 5.9 十倣 4. . 
筑波山 520 46 - 3.4 - 2.3 4.1 倣 - 3.5 3.5 

第 9 園

(Usv)内接 (~2=0)

20。 λ0 び9

J c 

500 /000 1500 2000km 
ム?

( 21 ) 



のP波と S波の拡幅の調査から得られた所巴よると BはSHpが小さい時ほ1:-に

近て， ~lp が大きくなると 1 より小さい。平均として?与が ~--3x105 cm2ーで

はRはo3，，-:O;!程度のもの Lゃうである。 昭和7年 7月 15日琵琶湖附近

の深護地震では ~'(p= 2.84><.105ぞm2でRは0.35であった。 p波とiS波ρ振

幅の上七に闘ずる之等の事賓と比べると令i事の地震に就fqgIp弓号.57xl05 c:[u2・に

撃すし内核を液曜として得た R ニ O.L: 61 の{車体質~/qr-*吉果がら得た!-h記の値にかな

り近刊と考(予れるo ヨ じれ j 

ScS波は R波に比して逢院長い径E誌を経て来て:ゐ:るから共の途中で若し

吸収が行陥れたとすると ScS波は;p波に比してづ;っと甚Lく吸収される告:で

ある。従づて-R-~の値は主に得たより大きくなるものと想像されi 愈1々 03"，，0.7

の範眉に近いものと考へられるO

之に反して上に述べた様友意味で、内核を問題とすでると，内核の表面で S波

とfじで反射されるもの L振幅は今取扱ってゐる範圏内では液鰻とする場合の

4~6% で大韓 5% としてよい。従って内核を回鐙とすると ScS 波の寅測値に
1 今 e

合せる震にはWs=5.20xOふ 1xl0'x江古cm2:と才るを要し，RはR:::::5，2とな

る。昧牧を考へると貴際は 5.2より大とたる筈であるO 然るに従来考へられて

ゐる様友強震機構で、は Rは常に 1或は1より小さい筈で，之が5と云ふ様な

大きい値をとる事ほ理論的にも経験的にも説明し難く随分無理た結果となる。

之等の結果を綜合すると前に日本海北部地震に就いて得たと同様に， Sc'S 

波に関ずる限りに於て内核を固鰭とするよりも液憧とすでる方が逢に合理的で、あ

ること治宝わカ亙る O

f今同の地震に際しだ S波の定量的研究が行はれ Lば之に基いて ScS波の振

，幅を論やるρが理想的ではあるがy 生憎S波の明瞭に現れるべき震央附近の節

線近傍に於ける観測が少く定量的調査を行ひ難かったので，止むを得十ScS波

かち求めた ?2isと P波から求めた 2(p とを比較した誇である。叉登震機構の

仮定や験iJi'J上の問題等に闘して種々考慮すべき黙があるO 特に初動の大いさの

験測に際して皐に標準倍率を用ひた黙に大いに議論の含余地があるが辛に各地

共に同一型式の地震計に依る結果のみを取扱ったから，少くも地震波動の拡幅

の相封的の大いさの比較には根本的θ誤を生すτ芯事はあるまいと考へられる O

(22 ). 



倫之等の;黙に就いては更に研究を額ける7象定で、あるo ‘

6. 結語本調査で得られた主た結果を三えに記す。

(i) 昭和 11年 12月 1 日産久島西北西沖に起った深登地震を調査した。

震夫は東経 12!?O，北緯 [;0
0

.7民嘗Ji'-震源の深さは ~70粁y 争震源に於ける

登震時は 15時 OJ分、'.1s秒と推定される0"

叫 (ii~ 震央距離 ~QR.2 *干迄の範園に戎予:P'~亥ぴ SeS の走時曲線を調べた「
(iii) 震源に於ける議震機構として震源を中心とする小さな球面上で方位に

関しては"Sill28 cos cpで表される力が球面.に直角に働く，ものとするO 市し

てitp = 900 の面が鉛査で且つ NIVEー-SIC/¥Vに向き， 8'=.0の軸が NI00E

の拘きに鉛直からお。だけ傾いてゐるとして計算した P波初動の分布は寅

測結果とよく一致する O

(iヤ) p波初動の研究から明かにされた前記の褒震機構に基き，且つ地球内

-核を液程として地表に於て観測さるべき .ScS波の水平成分を計算した結果

は賓測結果を極めて都合よ ζ説明出来るO 之に反して内板を回僅とすると賓

測結果を説明するのに随分無理が生宇、るO

終に臨み御指導J御鞭捷を賜はった岡田蚕長先生並びに藤原先生に感謝の意

を表し，叉種々御便宜を御輿へ下さった測候所各位に厚く御躍中上げるO

(昭和 12.年 5月『中央気象蔓にで〕

支自主:一一 (1).本多 rscs波の観測と地球内核の剛性に闘する問題」験震時報(験時〉

VlIr 75-96. 同;“OnもheScS Waves andもheRigidity ofもheEarもh'sCure." 
Geophys. 1¥1ng. (G. M.) VIII. 165-177. (2).和達・盆同 r日本列島附近に愛生せ

る深護地震の表j験時 VIII.i5--96. 本多・竹花 r深護地震の護震機構と地殻内部に

於ける歪力J!験時 VlII.47---52. (3). (1)参照，及び和達・沖 rEcS波に就七(第

2報)J験時 VIII.21--31. 杵島;r昭和8年 12月5日宗谷海峡東方沖の深護地震に就

てJ験時 171--1GG. (4).和達・鷺坂・盆同;“On仕1eTravel Time of Earthquake 

"，Vaves'ぺG.1¥1.VIII. 87-99. (5).鷺叛・竹花 r近地地震に於ける S波の走時表

及び初期徴勤時表」験時VII1.149--161. (6).和達 rscs波に就てJ気象集誌、 XII.

124--133. (7).本多;“OnもheAmpliもudeof j，he Pand the S vVavesof Deep 

E紅白quakes."G目 M.VIII. 153--164. (8).本多・三浦; rr~護地震波動D定量的研

究補遺」験時 X.1-7. (9). (8)参照。(10).(4)参照。 (11).(1)参照。

(12~. 松津 r平面波の表面反射の一例J 地震 1V. 125--139. (13). (6)参照。

(14).本多・杵島・窪田:r地球内核の表面に於ける地震波の反射及び屈折J!故時、Vln

に23) 



f 
¥ ， 

、、附，最大接掲の分布と地盤D影響各地に於ける地震動D最大振幅の分布を地国土に記

入すると，下固に示す様に特に本州中央部に於τ大韓富山湾と相模湾とを結ぶ線を境とし
其の東側では西~ilJ よりも著しく振幅が大きいのに気附〈。之は護震機構から詑明さるぺき

ものではなし一恐ら〈よく云辻れてゐる様に本州中央部を境として所謂東・西H本 J.J地盤

の相違に基ぐ振福分布の異常を示すもの・と考へられる口(波佐谷〉

最大振幅分布国司

重量
，，，
e

，
 

n
，F
〆
f
'
u
~

'
'
J
F
〆〆ソ

'
〆
〆

r
'
a

ミミミ;く/件 後物/00~200fL 霊童200-300〆鱗滋>300μ
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